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薬用ニンジン抽出物(局方自参を Tris- HCl 緩衝液で抽出，硫安沈澱透析，凍結乾燥により調製)
をX線照射直後のマウスに腹腔内へ l 同投与すると，しらべた 2 つの系統のマウスとも骨髄死(照射後
10-20日日の死)が減少した。投与方法が尾静脈注射でも また照射の 2 時間半後または 1 -2 日前の
投与でも有効であった。投与量を1.8 - 6.8 暗にふやすと 30 日後生残率は食塩水投与の対照の 5%か











ロース・カラムクロマトグラフィーで分画すると 2 つの画分に分かれ サポニンを含まない画分 (CM
-B) に強い効力を認めた。乙の画分は核酸を含まず，アミノ酸分析や糖分析から， (糖)蛋白質より
成ると考えられる。 CM-Bの熱処理上清のゲノレクロマトグラフィーを行うと 3 つの画分にわかれた
が，そのうち分子量20万以上及び約 2 干と推定される 2 つが有効であった。抽出物には複数の耐熱性の
放射線障害回復促進物質が含まれていると考えられる。
ラットとモルモットに対する放射線障害回復促進効果
動物種を乙えて抽出物が有効かどうかを知る乙とは ヒトへの応用を考える上で重要である。薬用ニ
ンジン抽出物の熱処理上清にはマウスの牌臓を腫大させる副作用が殆んど無かったので，乙れを用いて
X線照射後投与による骨髄死からの救命効果と血液像に及ぼす影響をマウス，ラット，モノレモットにつ
いてしらべた。抽出物の熱処理上清は 3 種の動物に対して救命効果を示し，血液像で、はマウスの赤血球
数と血小板数を，ラットの赤血球数，白血球数及び血小板数を，またモルモットの赤血球数，白血球数
及び血小板数の回復を促進した。いずれの実験動物においても 血小板数に対する回復促進作用が最も
顕著であった。
マウスの牌臓を腫大させる副作用が無く かっ，動物種を乙えて，マウス ラット及びモルモットに
対して救命効果と血液像回復促進作用を有する薬物はまだ知られておらず，乙のものの有用性は高いと
考えられる。
論文の審査結果の要旨
電離放射線に被曝した後の投与で障害を回復し 生残率を高める効果のある薬物は未だ得られていな
いが，本研究において造血機能を回復させる物質について薬用ニンジンを用いて追求した。薬用ニンジ
ン抽出物が30日後生残率を有意に増加させ，照射後10-20日日の骨髄死の時期の死亡率を減少させる乙
とを明らかにした。また この効果は血小板数および赤血球数の回復をふくめ造血機能の回復効果に
もとづくものと結論した。本抽出物を加熱処理して得た上清に有効成分が存在することを認め，分
画精製して糖タンパク質およびペプチドの 2 種類の物質が有効成分である乙とを認めた。この成分に
よる放射線障害回復効果はマウスだけではなく，ラット，モルモットにおいても発現される乙とを明ら
かにした。本研究は放射線障害の回復に対する有効な成分の発見とその機作の一部を解明したもので，
乙の分野における研究発展に大きく貢献するものと判断し，薬学博士の称号を授与するにふさわしいも
のであると判定した。
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